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韓
国
の
政
治

騒
動
に
は
何
度

も
驚
か
さ
れ

た
。
酷
寒
の
ソ

ウ
ル
で
の
規
模
の
大
き
さ
。

と
は
い
え
、
武
力
鎮
圧
も
な

く
、
デ
モ
隊
と
警
備
隊
双
方

の
人
身
無
事
。
事
案
が
、
失

政
追
及
と
い
う
よ
り
も
、
権

力
の
個
人
的
な
私
用
に
向
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
う
い

え
ば
、
公
私
混
同
で
失
墜
し

た
政
治
家
が
日
本
の
首
都
の

知
事
に
も
い
た
。

　

財
閥
が
標
的
の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
彼
の
国
の

国
民
性
だ
ろ
う
か
。
日
本
の

戦
後
賠
償
金
を
国
民
福
祉
に

充
て
ず
、
財
閥
育
成
に
回
し

た
こ
と
を
忘
れ
な
い
韓
国
人

の
恨
（
は
ん
）
だ
ろ
う
か
。

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
過
去
を

す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
日
本

の
政
治
家
に
は
強
敵
だ
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
か

ら
始
ま
っ
て
、
世
界
中
の
民

主
主
義
が
あ
や
ふ
や
さ
を
露

呈
さ
せ
た
昨
年
、
あ
っ
ぱ
れ

韓
国
国
民
は
民
主
主
義
の
健

全
さ
と
し
ぶ
と
さ
を
示
し

た
。

　

日
本
で
も
安
保
法
制
に
反

対
す
る
戦
後
か
つ
て
な
い
新

し
い
市
民
運
動
が
わ
き
起
こ

っ
た
。
欧
米
や
米
国
で
も
格

差
と
貧
困
の
是
正
と
平
和
を

求
め
る
社
会
変
革
の
新
た
な

動
き
が
時
代
を
動
か
す
。

“カジノより福祉に”とメッセージをかかげる参加者
＝２月19日、大阪市内　　　　　　　　　　　　　　

　

大
阪
府
の
福
祉
医
療
費
助
成
の
窓
口
負
担
引
き
上
げ
反
対
と
改
善
を
求
め
て
、「
大

阪
の
福
祉
医
療
、
今
こ
そ
拡
充
を
！
」
２
・
19
府
民
集
会
が
阿
倍
野
区
民
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
で
２
月
19
日
に
開
か
れ
、
協
会
か
ら
小
澤
力
理
事
長
や
役
員
、
会
員
、
府
民
４

５
０
人
が
参
加
し
た
。
集
会
で
は
冨
田
宏
治
氏
（
関
西
学
院
大
学
教
授
）
が
「
カ
ジ
ノ

よ
り
福
祉
に
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
ほ
か
、
当
事
者
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
訴
え
た
。

主
催
は
、
協
会
も
参
加
す
る
福
祉
医
療
の
拡
充
を
求
め
る
大
阪
実
行
委
員
会
。

 

↓
関
連
２
面

ストップ
患者
負担増

３

連
続
値
上
げ
を
計
画

　

開
会
挨
拶
に
立
っ
た
井
上

賢
二
氏
（
集
会
実
行
委
員
長

・
大
阪
協
会
副
理
事
長
）

は
、「
私
た
ち
の
運
動
に
よ

っ
て
乳
幼
児
と
ひ
と
り
親
に

つ
い
て
は
、
現
状
維
持
の
成

果
を
勝
ち
取
っ
た
」
と
報

告
。
一
方
で
、
高
齢
者
・
障

が
い
者
は
改
悪
方
針
を
維
持

し
て
お
り
、
夢
洲
に
カ
ジ
ノ

を
作
る
よ
り
市
民
の
医
療
・

教
育
・
福
祉
や
住
民
の
要
求

に
応
え
て
い
く
こ
と
が
本
来

の
行
政
の
果
た
す
役
割
だ
と

述
べ
、「
子
ど
も
た
ち
の
将

来
を
潰
す
維
新
政
治
を
終
わ

ら
せ
よ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
ひ

と
り
親
、
難
病
患
者
、
障
が

い
者
、
医
師
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
府
医
療
費
助

成
制
度
の
意
義
を
訴
え
た
。

協
会
か
ら
は
戸
井
逸
美
副
理

事
長
が
、
学
校
歯
科
治
療
調

査
の
結
果
や
事
例
を
示
し
な

が
ら
、
現
行
制
度
で
さ
え
未

受
診
や
口
腔
崩
壊
の
子
ど
も

た
ち
が
多
数
生
ま
れ
て
い
る

と
指
摘
し
、「
見
直
し
で
は

な
く
拡
充
を
」
と
訴
え
た
。

　

記
念
講
演
で
冨
田
氏
は
、

「
市
場
原
理
主
義
や
新
自
由

主
義
の
行
き
つ
い
た
先
が
、

世
界
で
最
も
裕
福
な
８
人
の

資
産
額
が
下
半
分
の
36
億
７

５
０
０
万
人
の
総
資
産
額
と

ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
と
ん
で
も

な
い
『
貧
困
と
格
差
の
恐
る

べ
き
拡
大
』
が
起
こ
っ
て
い

る
」
と
指
摘
。
格
差
と
貧
困

の
拡
大
が
進
む
中
で
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
や
橋
下
維
新
な

ど
「
不
寛
容
」
の
政
治
が
広

が
っ
て
い
る
と
述
べ
、「
福

祉
医
療
費
助
成
制
度
の
改
悪

も
、
そ
の
『
不
寛
容
』
政
治

の
一
つ
の
現
れ
」
話
し
た
。

そ
の
上
で
、
こ
の
間
の
選
挙

の
投
票
分
析
と
市
民
運
動
や

野
党
共
闘
の
共
同
の
広
が
り

を
示
し
な
が
ら
、
政
治
を
変

え
る
展
望
を
話
し
た
。

　

西
尾
元
秀
氏
（
大
阪
障
害

フ
ォ
ー
ラ
ム
世
話
人
・
副
代

表
）、
宮
本
岳
志
氏
（
日
本

共
産
党
衆
院
議
員
）、
辰
巳

孝
太
郎
氏
（
日
本
共
産
党
参

院
議
員
）
が
挨
拶
し
た
。

　

老
人
医
療
の
存
続
、
精
神

障
が
い
者
や
難
病
患
者
の
対

象
者
拡
大
、
患
者
負
担
の
引

き
上
げ
中
止
を
求
め
る
集
会

ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。

と
食
費
を
１
食
４
６
０
円
に

値
上
げ
。
16
年
に
は
一
般
病

床
に
も
３
６
０
円
へ
の
値
上

げ
が
導
入
さ
れ
た
。

　

入
院
に
、
食
費
・
居
住
費

の
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
は

批
判
が
後
を
た
た
な
い
。
社

会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部

会
（
２
０
１
６
年
10
月
）
で

も
日
本
医
師
会
副
会
長
の
松

原
謙
二
氏
、
日
本
歯
科
医
師

会
常
務
理
事
の
遠
藤
秀
樹
氏

ら
も
意
義
を
唱
え
て
い
る
。

「
公
平
」
を
理
由
に
し
た
食

居
住
費
の
負
担
増
は
〝
患
者

追
い
出
し
〞
に
つ
な
が
り
重

大
だ
。 

（
つ
づ
く
）

　

一
般
病
床
で
も
、
18
年
４

月
か
ら
食
費
を
現
行
１
食
３

６
０
円
を
４
６
０
円
へ
と
値

上
げ
す
る
。
医
療
費
以
外
に

食
事
代
が
４
万
１
４
０
０
円

か
か
る
こ
と
に
な
る
。

　

入
院
食
費
は
も
と
も
と

「
治
療
の
一
環
」
と
し
て
位

【
医
療
区
分
】

　

医
療
区
分
は
疾
患
や
状

態
、
医
療
処
置
の
分
類
に
基

づ
い
て
設
定
。
区
分
Ⅱ
は
透

析
や
喀
痰
吸
引
（
１
日
８
回

以
上
）、
気
管
切
開
な
ど
の

25
種
類
余
り
、
区
分
Ⅲ
は
、

24
時
間
持
続
点
滴
、
人
工
呼

吸
器
使
用
の
な
ど
の
約
10
種

類
。
Ⅱ
・
Ⅲ
以
外
は
区
分
Ⅰ

に
該
当
す
る
。

【
療
養
病
床
と
一
般
病
床
】

　

一
般
病
床
が
主
に
急
性
期

の
疾
患
を
扱
う
の
に
対
し
、

療
養
病
床
は
慢
性
期
の
疾
患

を
扱
う
。
療
養
・
一
般
以
外

に
、
精
神
病
床
、
感
染
症
病

床
、
結
核
病
床
が
あ
る
。

い
」、「
税
務
調
査
は
、
各
種

の
資
料
情
報
や
申
告
内
容
等

を
総
合
勘
案
し
て
実
施
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
単
に
番
号

の
記
載
が
な
い
こ
と
の
み
を

も
っ
て
、
行
う
も
の
で
は
な

い
」
と
回
答
し
た
。

　

税
務
調
査
の
法
定
要
件
で

あ
る「
11
項
目
の
事
前
通
知
」

に
つ
い
て
、早
田
氏
は
、「
納

税
者
が
文
書
を
求
め
た
ら
、

お
互
い
が
同
じ
認
識
の
下
で

調
査
当
日
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
も
、
書
面

を
出
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
同
局

は
「（
要
望
を
）上
級
官
庁
に

伝
え
た
い
」
と
回
答
し
た
。

　

調
査
時
の
帳
簿
書
類
の
留

置
き
（
持
ち
帰
り
）
つ
い

て
、
調
査
官
が
訪
問
早
々
に

「
持
ち
帰
ら
せ
て
頂
き
ま

す
」
と
言
わ
れ
た
事
例
な
ど

を
紹
介
し
、「
合
理
的
と
認

め
ら
れ
る
場
合
」
以
外
で

も
、
帳
簿
書
類
の
持
ち
帰
り

を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
、
改
善
を
求
め
た
。

記
載
が
な
く
と
も
受
理
す
る

こ
と
を
同
局
が
回
答
し
た
。

懇
談
は
事
前
に
提
出
し
た
６

項
目
の
「
税
務
行
政
の
改
善

を
求
め
る
要
望
書
」
に
も
と

づ
き
行
わ
れ
、
安
藤
元
博
氏

（
大
阪
協
会
副
理
事
長
）、

早
田
寿
夫
氏
（
大
阪
歯
科
協

会
理
事
）、な
ど
12
人
が
参
加

し
、
同
局
の
総
務
部
総
務
課

課
長
補
佐
ら
が
応
対
し
た
。

　

今
年
の
確
定
申
告
か
ら
申

告
書
等
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記

載
を
求
め
て
い
る
件
に
つ
い

て
、
同
局
は
「
番
号
の
記
載

が
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
受

理
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
な

　

税
務
行
政
の
改
善
を
求
め

て
、
保
団
連
・
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
が
２
月
22
日
に
行
っ
た
大

阪
国
税
局
と
の
懇
談
で
、
申

告
書
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

「
運
動
の
成
果
」

 

井
上
実
行
委
員
長

今
こ
そ
制
度
拡
充
を

今
こ
そ
制
度
拡
充
を

こ
ど
も
・
ひ
と
り
親
は
現
状
維
持
へ

こ
ど
も
・
ひ
と
り
親
は
現
状
維
持
へ

■入院時の食費・居住費の値上げ

マイナンバー　　
記載なしでも受理

大阪市内 集会に450人大阪市内 集会に450人

福祉医療費助成

大阪国税局　保団連・近ブロに回答

福祉医療拡充求め
６万3929筆提出

　協会も参加する「福祉医療の拡充を求
める大阪実行委員会」は２月24日、大阪
府福祉医療費助成制度見直しに関する請
願署名６万3929筆を大阪府に提出した
（写真）。府は当初の見直し計画を修正し、
「乳幼児」と「ひとり親」を現状維持する。

　保険算定のルールやレセ
プトの返戻などに関するお
問い合わせは、社保研究部
直通電話06-6568-7467をご
利用ください。

お知らせ

食
事
代

1994年 １日600円導入
96年 １日760円に値上げ
2000年 １日780円に値上げ

06年 １食260円に変更
療養病床の65歳以上（区分Ⅰ）を１食460円に値上げ

16年 一般病床を１食360円に値上げ
18年 一般病床を１食460円に値上げ

居
住
費

（
水
光
熱
費
）

2006年 療養病床の65歳以上（区分Ⅰ）に１日320円導入

17年 一般病床も１日320円に値上げ
療養病床の65歳以上（区分Ⅰ）を１日370円に値上げ

18年 療養病床の65歳以上（区分Ⅱ・Ⅲ）を１日370円に
値上げ

入
院
食
住
費

　

安
倍
内
閣
は
入
院
時
の
食

費
・
居
住
費
の
連
続
値
上
げ

を
進
め
て
い
る
。
計
画
は
、

▽
65
歳
以
上
の
療
養
病
床
に

つ
い
て
、
医
療
区
分
Ⅰ
は
17

年
10
月
〜
、
居
住
費
の
現
行

１
日
３
２
０
円
を
３
７
０
円

に
値
上
げ
、
▽
医
療
区
分
Ⅱ

・
Ⅲ
は
、
18
年
４
月
〜
、
居

住
費
の
現
行
ゼ
ロ
を
３
７
０

に
値
上
げ
（
難
病
患
者
を
除

く
）
―
す
る
内
容
。

置
づ
け
ら
れ
、
公
的
保
険
で

給
付
し
て
い
た
。
も
と
も
と

入
院
に
居
住
費
負
担
が
な
か

っ
た
の
も
、「
生
活
の
場
」

で
は
な
く
「
治
療
の
場
」
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

か
ら
だ
。
と
こ
ろ
が
、「
在

宅
医
療
と
の
公
平
を
図
る
」

と
し
て
１
９
９
４
年
か
ら
１

日
６
０
０
円
の
自
己
負
担
を

導
入
。
さ
ら
に
、
06
年
に
は

「
介
護
施
設
と
の
公
平
」
を

理
由
に
、
療
養
病
床
に
入
院

し
て
い
る
65
歳
以
上
を
対
象

に
１
日
３
２
０
円
の
居
住
費


